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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年5月17日(2018.5.17)

【公表番号】特表2017-519723(P2017-519723A)
【公表日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【年通号数】公開・登録公報2017-027
【出願番号】特願2016-565203(P2016-565203)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 279/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/155    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0783   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  279/26     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/155    　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　



(2) JP 2017-519723 A5 2018.5.17

10

   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    5/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/52     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/0783   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月30日(2018.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ－エチル－Ｎ－（４－フルオロフェニル）ビグアナイドまたはその薬学的に許容され
る塩を有効成分として含む、免疫疾患において制御性Ｔ細胞の活性を促進または増強し、
病原性Ｔｈ１７細胞の活性を低減または抑制するための医薬組成物。
【請求項２】
　前記Ｎ－エチル－Ｎ－（４－フルオロフェニル）ビグアナイドまたはその薬学的に許容
される塩が、さらに炎症性サイトカインの産生を低減または抑制し、自己抗体の産生を抑
制し、破骨細胞への分化を抑制することを特徴とする、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記炎症性サイトカインが、ＩＬ－１７、ＩＬ－６、ＴＮＦ－α、ＩＦＮ－γ、ＭＭＰ
－９またはＳＴＡＴ－３であることを特徴とする、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記自己抗体が、ＩｇＧ、ＩｇＧ１またはＩｇＧ２ａであることを特徴とする、請求項
２に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　０．１ｍＭ～１０ｍＭの範囲の濃度で前記Ｎ－エチル－Ｎ－（４－フルオロフェニル）
ビグアナイドまたはその薬学的に許容される塩を含むことを特徴とする、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項６】
　前記免疫疾患が、自己免疫疾患、炎症性疾患、および細胞、組織または臓器の移植拒絶
疾患からなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記自己免疫疾患が、リウマチ性関節炎、ベーチェット病、多発性筋炎または皮膚筋炎
、自己免疫性血球減少症、自己免疫性心筋炎、アトピー性皮膚炎、喘息、原発性肝硬変、
皮膚筋炎、グッドパスチャー症候群、自己免疫性髄膜炎、シェーグレン症候群、ループス
、アジソン病、円形脱毛症、強直性脊髄炎、自己免疫性肝炎、自己免疫性耳下腺炎、クロ
ーン病、インスリン依存性糖尿病、栄養障害型表皮水疱症、副睾丸炎、糸球体腎炎、グレ
ーブス病、ギラン・バレー症候群、橋本病、溶血性貧血、多発性硬化症、重症筋無力症、
尋常性天疱瘡、乾癬、リウマチ熱、類肉腫症、強皮症、脊椎関節症、甲状腺炎、血管炎、
白斑症、粘液水腫、悪性貧血、ミトコンドリア関連疾患および潰瘍性大腸炎から選択され
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ることを特徴とする、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記移植拒絶疾患が、移植片対宿主病であることを特徴とする、請求項６に記載の医薬
組成物。
【請求項９】
　免疫疾患において制御性Ｔ細胞の活性を促進または増強し、病原性Ｔｈ１７細胞の活性
を低減または抑制するための医薬の製造のためのＮ－エチル－Ｎ－（４－フルオロフェニ
ル）ビグアナイドまたはその薬学的に許容される塩の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　また、Ｔｒｅｇ細胞はＦｏｘｐ３を発現する。Ｆｏｘｐ３は、胸腺に由来する制御性Ｔ
細胞に主に存在しており、ＣＤ４＋ＣＤ２５＋表面抗原を有する細胞に存在する転写因子
である。Ｆｏｘｐ３発現Ｔ細胞が抗原を認識すると、Ｆｏｘｐ３の作用によって、該抗原
に対するＴ細胞の活性が低下する。また、Ｆｏｘｐ３は抑制性Ｔ細胞としての役割を有し
、Ｆｏｘｐ３を発現していない胸腺由来の分化ＣＤ４＋ＣＤ２５－Ｔ細胞のうち、自己免
疫を誘導しうるＴ細胞のＩＬ－２の産生および細胞分裂を抑制する。また、Ｆｏｘｐ３は
、ＩＬ－２の転写制御のみならず、ＩＬ－４、ＩＦＮ－γなどの転写制御をも抑制する機
能を有することが明らかにされている。したがって、上述のように作用するＦｏｘｐ３発
現Ｔ細胞は、免疫応答を抑制または調節する活性を有することから、免疫疾患の治療に適
用されている。また、細胞治療法として適用する試みもあり、これは、自己抗原に特異的
なＴ細胞クローンを高濃度のＩＬ－２サイトカインで処理し、次いで抗ＣＤ３抗体および
抗ＣＤ２８抗体で同時に処理することによって、ヒトＦｏｘｐ３発現ＣＤ４ Ｔ細胞の数
を増加させることによって行われる。
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